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おやま～る北側の駐車場利用は、高齢の方や妊婦、
幼児連れの方、障がいをお持ちの方、大きな荷物等
がある方に限定させていただいています。

一般の方は市役所の駐車場をご利用ください。
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地域見える化情報庫は、社会課題とそれに対する市や団体の取り組みをまと
めた情報です。HPに記事を掲載しております。多目的室には20テーマの新
聞の切り抜きファイルがあります。

「ドメスティック・バイオレンス」とは「配偶者や恋人な
ど親密な関係にある、又はあった者から振るわれる暴力」
のことを言います。暴力は、殴る・蹴るなどの身体的暴力
だけではなく、人前でバカにすることや家族や友人との付
き合いを制限する精神的暴力や生活費を渡さない等の経済
的暴力、性行為の強要などの性的暴力も含まれます。また、
恋人など交際相手（または元交際相手）からの暴力につい
ては、デートDVと呼ばれています。小山市では、令和3年
度から11月1日～30日を「小山市パープルリボン運動」の
期間として、女性に対する暴力の根絶を目指すための呼び
かけを行っています。また、各種相談窓口もあります。
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中高生向け「おやま地域活動体験プログラム」

7月25日に「説明会」を開催し、中高生11名が参加
してくれました。団体から活動内容を聞いた後、参加
したい活動先を選びました。

8月にそれぞれが希望した活動に参加してきました。
中には4団体すべて選んだ高校生もいて、のべ18名が
活動に参加しました。

8月28日に受け入れ団体も一緒に「ふりかえり会と
参加証明書受け取り会」を行った際には、参加した中
高校生が「普段あまり関わらない人たちと交流ができ
て楽しかった」「誰かを笑顔にすることの素晴らしさ、
大切さを改めて知ることができた。また機会があれば
ボランティアに参加し、誰かのためにという経験を重
ねていきたい。」などと話してくれました。
活動を通して世代を超えた交流ができたり、地域の

魅力に気づいたり、それぞれが感じたことが経験に
なったと思うと嬉しいです。彼らのこれからを応援し、
このような機会をまた、市民団体の皆さんと一緒に
作っていきたいと思います。 

（小山市市民活動センター 服部 花菜）

小山市市民活動センターおやま～るでは、地域活動
を希望する人と市民団体の活動や地域にあるボラン
ティア活動をつなげるサポートをしています。今回、
中高生向けのボランティア体験として「おやま地域活
動体験プログラム」を初めて実施しました。このプロ
グラムは、地域の魅力的な活動を若い世代に知っても
らい、参加する機会を提供することを目的としていま
す。
小山市には、地域を元気にし、地域課題を解決する

ために活動している市民団体が多数あります。しかし、
そのような地域活動に関心のある中高生は、部活動や
習い事などで忙しく、地域団体の情報を知る機会や参
加するタイミングを見つけるのが難しいと思われます。
また、市民団体も若い人たちに活動を知ってもらい活
動に参加してもらう機会を作ることに、苦労している
ところがあります。
そこで、中高生が参加しやすい夏休み期間にプログ

ラムを企画しました。参加者は、自分が興味のある活
動を1つ以上選びます。活動は、次のように内容の異
なる４つで、のべ６回の日程があります。

１．NPO法人笑光による地域・こども食堂
（大谷交流センター「あいとぴあ」で2回開催）

2. 小山市介護家族の会による交流の場「オレンジカ
フェ」（小山市総合福祉センターで2回開催）

3. 高校生ボランティア団体「カインド」による思川
河川敷のゴミ拾い活動（１回開催）

4. おやま～るがボランティアコーディネーターとし
て参加する「アユ祭り」での記録撮影（１回開催）

「たまりばBrains」

今年度前期は、こどもを取り巻く環境について
3つのテーマで活動実践者の事例紹介から現状
と課題を共有しました。その上で、こどもを地
域で支えるために必要なこと、出来ることにつ
いてなど意見交換しました。

いよいよ、セミナー結果をふまえてマップ作り
にチャレンジ！どこにどんなたまり場（居場
所）があるかの現状を確認し、地域のバランス
として、今後どこにどんなたまり場ができると
いいかなど、マップ上で見える化！

～みんなの意見をマップに反映！～
①こどもたちが行きやすいように。
②地域の人がどこで、どんなたまり場をつくっ
たら良いかということをヒントに紙ベースでの
配布やデジタルの形でマップ作りを検討。

※このプロジェクトは「とちぎ女性活躍実践塾」の助成
をいただいて活動をしています。

「たまりばマッププロジェクト」

日 時｜
➀10/30（水）10:00～12:00
➁11/ 9 （土）10:00～12:00
③12/14（土）10:00～12:00
場 所｜おやま～る研修室
定 員｜各回20名程度
参加費｜無料
申込み｜ホームページ、電話
問合せ｜おやま～る

（0285ｰ20ｰ5562）

❶「こどもの育ちを支える
地域づくりセミナー」 ❷「たまりばマッププロジェクト」

手作りHP

9/7「おやまるランド」
を開催しました！

子どもの遊び場を創り、
100人以上が遊びに
来てくれました！

これからも楽しい小山
をみんなで創りましょう！

「活動レポート」
はコチラ→

こどもを取り巻く環境に
関心のある人たちが集
まって誕生したグループ
です。それぞれの課題意
識を出し合い、自分たち
に何が出来るか、どうし
たらこどもだけでなくみ
んながイキイキわくわく
楽しく生きていける地域
になるか話し合い、活動
を企画し実践しています。

こどもが育つたまりばプロジェクト実行委員会

仲間募集中

Instagram
多様な視点をもちながら、
“ぶれずに”ミッションを追い
求めていく人たちという意
味もこめてBrainsと名付け
ました。

「たまりば」とは？
既存の施設や仕組みにとらわれず、地域
の人が気軽に設置実践できる多様な「居
場所」のことをBrainsは「たまりば」と
表現しています。

多様な
学び

ママの
笑顔

社会的
養護

【予告】❸シンポジウム開催！
2/15（土）10:00～12:00



小山市には、高校生が始めた「こども食堂」があります。運営は「ボランティア同好
会KANOKO」という通信制高校「鹿島学園通信制提携KG高等学院小山キャンパス」の高
校生グループです。

代表 椿 凌輔さん

ボランティア同好会KANOKO

2020年に小山市で誕生したNPO法人そらいろコアラは、栃木県全域を拠点として誰も
が安全で安心な子育てができる社会を実現するために、地域と連携して妊娠期から育児
期までの包括的な支援をしている団体です。不安を抱える特定妊婦の孤立や、不適切な
養育の連鎖を止めるための相談や居場所づくりを行っています。

居場所づくりを目指していた設立当初はコロナ禍で、対面の居場
所を作ることができず、いつでも妊娠、出産、子育てなどを無料で
匿名相談できる「コアLINE」を立ち上げました。その後、真岡市
に子どもや妊産婦の居場所「そらいろポケット」、子ども食堂「コ
アラ食堂」を地域の人と行っています。
「コアLINE」には、月に70件もの相談が来ます。特に10代から

は、妊娠したかもしれない不安に関する相談が多く、性に関する

共同代表 鳥飼 蓬子さん

NPO法人 そらいろコアラ

10月と11月の事業

*「特例認定NPO法人」：要件を満たす設立5年以内のNPO法人への税制優遇措置で、法人への寄付は、寄付者
の税控除の対象となる。

運営メンバーの多くが卒業するため、活動を継続できるように試行錯誤しています。在校生
の募集はもちろん、調理ボランティアや食材の寄付など地域のチカラがあると励みになります。

「そらいろコアラ」という名前には、どんな空が目の前に広が
っていてもコアラのポケットのような安全な場所でSOSを受け止
めたいという願いが込められています。団体内に、助産師、医師、
社会福祉士、保育士などの多くの専門家がいることが強みです。
共同代表の鳥飼さんは学生時代からボランティアで、小山市の

要支援児童を対象とした居場所に携わっていました。そこに通う
中学生は支援の手が離れてから、予期せぬ妊娠や虐待などのリス
クを抱えて生活するため、彼らが親になるまで見守る一貫した支

小山市市民活動センター事業は
①HPの申し込みフォーム ②電話(0285-20-5562）③来館にて受付け

こどももおとなも楽しく成長できる気軽な
居場所「たまりば」について考え、現状と
未来への希望をマップに描いて見える化！

みんなでつくる！
こどもの育ちを支える“たまりば”

日 時｜➀10/30（水）10:00～12:00
②11/ 9 （土）10:00～12:00
③12/14（土）10:00～12:00

場 所｜おやま～る研修室
定 員｜20名程度
参加費｜無料
共 催｜たまりばBrains

スムーズな団体立ち上げと運営のための講座

この講座では3回にわたり、ボランティアの仲間たちや趣味の集まりなどを団体として位置づけし、
運営していくために必要な事柄をコンパクトに学んでいきます。

場 所｜おやま～る研修室
参加費｜資料代500円
講 師｜渡邊吉秀氏(小山市ITボランティア）
定 員｜15名
持ち物｜※第3回のみ

パソコン（Windows10・Word）、
USBメモリー

共 催｜小山市ITボランティア

第1回 団体を立ち上げる時の考え方①
日 時｜11/1（金）10:00～12:00

第2回 団体を立ち上げる時の考え方②
日 時｜11/8（金）10:00～12:00

そして、元々「小山フリスクールおるたの家」だった空き家を
リノベーションし、2023年8月に小中学生を対象にした高校生に
よる子ども食堂をスタート。季節を味わうことのできるメニュー
にこだわり、夏野菜カレーや牛丼、ホットサンドなどを作ってき
ました。1年間活動を続ける中で、子ども食堂に訪れていた小中
学生の成長を見守ることができました。

10/20「西口まつり」
運営ボランティア募集中!!

HPの申込みサイト
電話にて、受付中！
（0285ｰ20-5562）

10/20「西口まつり」開催！
今年は市制70周年で規模がより拡大！小山駅西口
周辺に活力を生み出すため、地域で活動する団体
が垣根を超えて連携し、イベントを開催します！
飲食の出店やイベント出展団体も多数！子どもか
ら大人まで楽しめる地域全体のお祭りです。是非、
お越しください！おやま～るでは「西口まつり」
の運営ボランティアを募集しています！

栃木県内で活動するNPO・市民活動団体のための

助成金合同説明会とちぎ 2024
団体活動を行うための活動資金の調達に関して考えることはとても大切です。助成金を活用することも一つ
の手段です。栃木県内で活動する団体のための助成金合同説明会を「とちぎボランティアNPOセンター
ぽ・ぽ・ら」が開催します。オンラインでも参加できる他、小山市市民活動センターの研修室でもサテライ
ト会場として開きます。とてもいい機会ですので是非参加をご検討ください！
※サテライト会場での参加を希望される方もお申し込みをお願いします。

日時 10月11日（金）13：00～16：30
参加方法    ①会場（とちぎボランティアNPOセンターぽ・ぽ・ら） ➁オンライン ③サテライト会場
申込み とちぎボランティアNPOセンターぽ・ぽ・ら（TEL:028-623-3455）、右上のQRコードより
助成団体
〇とちぎコープ生活協同組合 〇中央労働金庫 〇栃木県共同募金会 〇独立行政法人福祉医療機構
〇とちぎコミュニティ基金

第3回 イベント開催案内の作成＆まとめ
日 時｜11/15（金）10:00～12:00

NPO法人の運営での税金や決算など、日々
の会計処理についての悩みにお答えします。
困りごとについて一緒に解決しましょう。

NPOのための

税務・会計相談会

日 時｜11/14（木）①13:00～13:50
   ②14:00～14:50
③15:00～15:50

場 所｜おやま～る研修室
参加費｜無料
定 員｜3組(事前予約制：1団体最大50分）
税理士｜安納宏和さん

（安納宏和税理士事務所）

Instagram

今年の9月からは、場所を変えて同キャンパスで子ども食堂を
開催します。メンバーの得意を活かしながら月に２回開催し、子
どもたちを待っています！開催日時はInstagramで告知し、予約
制で開催中です。ぜひ、チェックしてみてください！

メンバーは、2022年7月からNPO法人笑光が開催する子ども食堂
のボランティアとして活動に参加。代表の椿さんは、子どもたちの
笑顔を見るうちに、調理が好きなことも相まって「自分でも挑戦したい」と考えるようになり、
教員に相談して子ども食堂の開設準備を進めました。

（予定）

ホームページ

知識を得る機会の必要性を実感しています。そこで、小山市内の学校などへ赴き「性教育」を
行ったり、Instagramで「性知識」を伝える活動をしています。

2023年12月に「特例認定NPO法人*」となりました。「コアラモデル」を様々な地域に広げ
るためにもサポーター会員、居場所や広報ボランティアも募集しています！

同キャンパスには、不登校の経験や体調不良など様々な理由で学
校に通うことが難しい生徒が多く、意思を尊重して自由登校のスタ
イルになっています。彼らは勉強に励むだけでなく、地域のボラン
ティア活動にも積極的に参加しています。

援が必要だと考えました。
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